
●平成２１年度町政執行基本方針………………Ｐ●平成２１年度町政執行基本方針………………Ｐ2～3 
●計画づくり進行中………………………………Ｐ●計画づくり進行中………………………………Ｐ4～6 
●医療費助成対象を中学生まで広げました……Ｐ●医療費助成対象を中学生まで広げました……Ｐ7 
●３月定例会議会報告……………………………Ｐ●３月定例会議会報告……………………………Ｐ8 
●群岡小学校の耐震診断結果……………………Ｐ●群岡小学校の耐震診断結果……………………Ｐ9 
●ぼくたち、わたしたち　新１年生……………Ｐ●ぼくたち、わたしたち　新１年生……………Ｐ9

卒業…そして旅立ち 
　３月１３日、西会津中学校で卒業式が行われ、８３　３月１３日、西会津中学校で卒業式が行われ、８３ 
名の卒業生が慣れ親しんだ学舎から旅立ちました。名の卒業生が慣れ親しんだ学舎から旅立ちました。 

4月号 
編集と発行　福島県耶麻郡西会津町役場編集と発行　福島県耶麻郡西会津町役場 
　　0241－45－2211（総務税政課）（総務税政課） 
http://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/http://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

（平成21年） 4月号 
編集と発行　福島県耶麻郡西会津町役場 
　　0241－45－2211（総務税政課） 
http://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

（平成21年） 

●平成２１年度町政執行基本方針………………Ｐ2～3 
●計画づくり進行中………………………………Ｐ4～6 
●医療費助成対象を中学生まで広げました……Ｐ7 
●３月定例会議会報告……………………………Ｐ8 
●群岡小学校の耐震診断結果……………………Ｐ9 
●ぼくたち、わたしたち　新１年生……………Ｐ9

卒業…そして旅立ち 
　３月１３日、西会津中学校で卒業式が行われ、８３ 
名の卒業生が慣れ親しんだ学舎から旅立ちました。 



2

■生涯学習の充実による人間性豊かな人づくり 

■生涯スポーツの推進による健康づくり 

■芸術文化の振興と文化遺産の調査、保存 

■情報の発信と創造性を育む交流事業 

■新しい時代に対応した農林業の振興 

■商工業の振興による 

　　　　　　　　若者が定着できる環境づくり 

■地域資源を活かした地域産業の活性化 

■ＩＣＴ社会に対応したまちづくり 

町民・議会・行政が一体となった 
　　　　「協働によるまちづくり」に向けて 

                   小
学
校
の
適
正
配
置
 

　
小
学
校
は
、
少
子
化
に
伴
い
児
童
 

数
が
減
少
し
複
式
学
級
が
生
じ
て
い
 

る
た
め
、
町
単
独
で
非
常
勤
講
師
を
 

配
置
し
、
児
童
の
学
力
向
上
を
図
っ
 

て
き
ま
し
た
が
、
複
式
学
級
の
増
加
 

と
学
校
の
小
規
模
化
が
進
み
、
学
校
 

運
営
や
教
育
環
境
に
様
々
な
影
響
を
 

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
理
 

想
的
な
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
 

て
、
小
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討
を
 

進
め
ま
す
。
 

                   学
校
教
育
 

　
児
童
生
徒
の
学
力
と
体
力
の
向
上
 

を
図
り
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
 

色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、「
知
・
 

徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
 

ど
も
を
育
て
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
 

が
将
来
、
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
「
自
ら
考
え

行
動
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
け
る

開
拓
者
精
神
と
自
立
心
」
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
と
国
際
 

交
流
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
児
童
 

生
徒
や
保
育
所
児
童
、
さ
ら
に
は
町
 

民
の
皆
さ
ん
に
も
学
年
や
年
齢
に
応
 

じ
た
計
画
的
な
指
導
に
よ
り
、
語
学
 

教
育
の
充
実
と
国
際
理
解
の
推
進
に
 

努
め
ま
す
。
 

　
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
 

て
は
、
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
一
 

人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
 

指
導
の
充
実
に
努
め
、
早
い
段
階
か
 

ら
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
保
育
所
 

と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。
 

　
複
式
学
級
緩
和
対
策
事
業
は
、
引
 

き
続
き
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
す
。
 

　
児
童
生
徒
の
交
流
事
業
は
、「
い
わ
 

き
市
立
豊
間
小
学
校
」
と
「
沖
縄
県
 

大
宜
味
村
」
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
 

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
 

 生
涯
学
習
 

　
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
学
習
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
活
動
を
支
援
し
、
学
 

校
と
家
庭
と
地
域
の
連
携
を
図
り
、
 

地
域
教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

 放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
 

　
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
放
 

課
後
等
に
子
ど
も
が
安
心
し
て
活
動
 

で
き
る
場
の
確
保
と
児
童
の
健
全
育
 

成
の
た
め
、
引
き
続
き
放
課
後
子
ど
 

も
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

 国
際
芸
術
村
 

　
芸
術
文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
に

よ
り
新
郷
地
区
と
町
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
 

                   農
業
の
振
興
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
つ
い
て
は
、
ミ

ネ
ラ
ル
栽
培
農
家
の
意
識
の
高
揚
と

新
た
な
取
り
組
み
農
家
の
誘
導
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
健
康
な
土
づ
く

り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
良

質
な
堆
肥
の
確
保
に
も
取
り
組
み
、

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
核
と
し
た
農
業
が

町
の
産
業
を
牽
引
す
る
大
き
な
力
と

な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
町
の
取
り
組

み
を
会
津
地
域
に
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
引
き
続
き
ミ
ネ
ラ
ル
栽
 

培
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
県
の
補
 

助
事
業
を
導
入
し
整
備
を
進
め
て
い
 

10

16

　町の憲法である「まちづくり基本条例」が平成２０年４月１日に施行となり、町民と議会と行政が一体となった『協働による 

まちづくり』を町政執行上の基本理念として掲げ、引き続き住民福祉の向上とさらなる町勢の伸展を図るため、「すべてにやさ 

しい健康のまち　にしあいづ」の構築に向け、効率的な行政運営と健全な財政運営に努めながら町政を執行していきます。 

町民・議会・行政が一体となった 
　　　　「協働によるまちづくり」に向けて 
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■雪に強く快適な生活基盤づくり 

■安全で快適な生活環境づくり 

■保健・医療・福祉の連携強化による 

　　　　　　　　　生涯を通じた健康づくり 

■誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 

                  る
耐
雪
型
ハ
ウ
ス
は
、
５
年
間
で
　

棟
を
整
備
し
、
　
戸
の
農
家
が
施
設
 

園
芸
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
 

結
果
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
作
付
面
積
・
 

販
売
金
額
と
も
に
増
加
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
冬
期
間
に
お
け
る
栽

培
が
実
証
さ
れ
た
寒
じ
め
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
や
新
た
に
栽
培
技
術
が
確
立
さ

れ
た
軟
白
ネ
ギ
な
ど
、
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
の
通
年
栽
培
が
着
実
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

５
年
間
、
第
２
期
と
し
て
毎
年
　
棟

程
度
の
耐
雪
型
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
計

画
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
水
田
農
業
の
大
転
換
が
さ
 

さ
や
か
れ
る
現
在
、
米
依
存
の
農
業
 

経
営
か
ら
園
芸
作
物
を
取
り
入
れ
た
 

複
合
経
営
へ
の
転
換
が
一
層
求
め
ら
 

れ
、
そ
の
中
で
も
天
候
に
左
右
さ
れ
 

ず
安
定
的
な
収
入
が
確
保
で
き
る
施
 

設
園
芸
の
取
り
組
み
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
 

栽
培
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、
町
産
業
 

振
興
の
柱
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
 

い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
 

を
図
り
な
が
ら
、
農
業
所
得
の
向
上
 

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
一
層
推
進
 

し
て
い
き
ま
す
。
 

 林
業
の
振
興
 

　
森
林
環
境
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
 

小
中
学
生
や
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
 

に
し
た
森
林
学
習
や
体
験
事
業
の
実
 

施
と
、
森
林
環
境
の
保
全
を
目
的
と
 

し
た
里
山
林
回
復
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
 

 有
害
鳥
獣
対
策
 

　
平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
「
個
体
 

数
の
調
整
」
と
「
捕
獲
の
み
に
頼
ら
 

な
い
被
害
防
除
へ
の
取
り
組
み
」
を
 

柱
と
し
た
「
町
ニ
ホ
ン
ザ
ル
保
護
管
 

理
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
被

害
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
国
の
鳥
獣
害
特
措
法
に
基
 

づ
き
、
国
直
轄
の
「
鳥
獣
害
被
害
防
 

止
総
合
対
策
事
業
」
に
も
取
り
組
み
 

ま
す
。
 

 雇
用
対
策
 

　
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
 

金
事
業
」並
び
に「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
」
を
実
施
し
、
雇
用
の
維
持
・
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
商
店
を
含
め
た
企
業
等
へ
 

の
支
援
策
と
し
て
、「
中
小
企
業
振
興
 

資
金
」
を
増
額
し
、
町
内
企
業
の
経
 

営
安
定
化
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
 

す
。
 

 Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
や
国
 

が
進
め
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
を
 

構
築
す
る
た
め
の
基
本
的
な
情
報
通
 

信
基
盤
で
あ
る
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

伝
送
路
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
の
高
度

化
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
 

い
て
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
 

る
平
成
　
年
７
月
　
日
ま
で
は
、
ア

ナ
ロ
グ
波
と
デ
ジ
タ
ル
波
の
双
方
の

電
波
を
流
し
、
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ

ル
両
方
の
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
「
町
ユ
ビ
キ
タ
ス
Ｉ
Ｃ
Ｔ
 

の
ま
ち
再
生
計
画
」
に
基
づ
き
、
ケ
 

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
各
種
行
 

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
新
た
な
産
業
 

の
創
出
・
地
域
活
性
化
方
策
な
ど
を
 

検
討
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
村
 

と
連
携
を
図
り
、
広
域
的
な
情
報
施
 

策
の
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。
 

                    道
路
網
の
整
備
 

　
野
沢
柴
崎
線
の
橋
屋
工
区
の
概
略
 

設
計
業
務
の
着
手
、
下
野
尻
端
村
線
 

の
全
線
に
わ
た
っ
て
の
用
地
取
得
の
 

実
施
と
一
部
工
事
に
も
着
手
す
る
計
 

画
で
す
。
 

 下
水
道
の
整
備
 

　
野
沢
処
理
区
の
塚
田
地
内
の
エ
リ
 

ア
拡
大
、
野
尻
地
区
の
事
業
完
成
に
 

向
け
た
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

 快
適
な
環
境
づ
く
り
 

　
町
に
お
け
る
環
境
の
保
全
に
つ
い

て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
町
、
事
業
 

者
及
び
町
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
 

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
 

全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
 

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
町
民
参
加
 

に
よ
り
町
条
例
の
制
定
と
環
境
基
本
 

計
画
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。
 

 ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
 

　
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
対
策
、
脳
卒
 

中
・
心
疾
患
対
策
、
肺
が
ん
対
策
、
 

高
齢
者
運
動
教
室
の
４
つ
を
引
き
続
 

き
重
点
事
業
と
し
、
高
齢
者
運
動
教
 

室
や
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
を
開

催
し
、
今
後
も
さ
ら
に
健
康
寿
命
延

伸
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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総合計画検討会議始動！ 
（昨年６月） 

まず研修に取り組みました 
（昨年６月～９月） 

総合計画づくり 
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これからのスケジュール 
平成２１年６月ごろまで 
　総合計画検討会議とプロジェクトチームに 
　よる基本構想素案の作成 
 
 
平成２１年９月ごろまで 
　総合計画検討会議とプロジェクトチームに 
　よる基本計画素案の作成 
 
 
平成２１年１０月ごろ 
　基本構想・基本計画素案の公表、意見公募 
　の実施、町民懇談会の開催 
 
 
平成２１年１１月ごろ 
　最終調整（審議会等での審議を経て基本構 
　想・基本計画原案の決定） 
 
 
平成２１年１２月ごろ 
　町議会へ基本構想を提案 

座長・副座長を決めました 
（昨年１０月） 

検討会議とプロジェクトチーム合同での検討をはじめました 
（昨年１１月～） 

総合計画づくり 

   豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

○
若
者
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
 

○
田
舎
の
良
さ
を
残
し
て
い
け
る
町
 

○
町
ブ
ラ
ン
ド
品
に
よ
る
農
業
で
暮
ら
せ
る
町
 

 人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
 

○
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
町
 

○
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
町
 

○
豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
い
く
町
 

  現
行
計
画
の
評
価
を
 

　
　
　
　
　
　
　
公
表
し
ま
す
 

　
町
で
は
、
新
た
な
総
合
計
画
づ
く
り
の
参
考
 

と
す
る
た
め
、
今
の
総
合
計
画
（
基
本
計
画
後
 

期
）
に
基
づ
き
実
施
し
た
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
 

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
評
価
・
検
証
す

る
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
 

 町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
 

 ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
　
　
　
メ
ニ
ュ
ー
 

 総
合
計
画
づ
く
り
 

「
今
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
評
価
 

検
証
報
告
書
」
を
ク
リ
ッ
ク
！
 

 総
合
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
 

役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
ま
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

   　
総
合
計
画
検
討
会
議
で
は
、
昨
年
　
月
か
ら
 

今
年
１
月
に
か
け
て
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

く
「
町
の
将
来
像
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
の
目
指
す
も
の
」
の
３
本
の
柱
ご
と
に

将
来
像
と
し
て
整
理
し
た
意
見
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
 

 こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
 

○
教
育
環
境
が
充
実
し
、
子
ど
も
が
い
き
い
き
 

　
と
成
長
で
き
る
町
 

○
西
会
津
の
特
色
を
活
か
し
地
域
と
一
体
と
な
 

　
っ
た
楽
し
い
学
校
 

　
総
合
計
画
検
討
会
議
は
、
今
ま
で
　
回
の
会
 

議
を
開
催
し
、
①
基
礎
学
習
、
②
検
討
に
向
け
 

た
組
織
体
制
づ
く
り
、
③
町
の
将
来
像
と
課
題
 

の
整
理
と
進
め
、
現
在
基
本
構
想
素
案
の
検
討
 

に
入
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
計
画
の
 

参
考
と
す
る
た
め
２
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
 

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
次
の
ペ
ー
ジ
に
結
果
 

を
掲
載
）
を
実
施
、
今
後
は
素
案
が
出
来
上
が
 

っ
た
段
階
で
の「
意
見
公
募
」、「
町
民
懇
談
会
」
 

な
ど
も
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
総
合
計
画
づ
く
り
の
進
み
具
合
に
つ
い
て
は
、
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
行
す
る
「
さ
ん
か
 

く
通
信
」
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
 

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
 10

11

検
討
会
議
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
…
 

45
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【
調
査
期
間
】
 

平
成
　
年
１
月
　
日
 

　
　
　
〜
２
月
　
日
 

【
調
査
対
象
】
 

町
内
の
全
世
帯
と
し
、
 

記
入
は
　
歳
以
上
の
 

世
帯
員
。
 

（
２
　

８
５
９
世
帯
）
 

【
調
査
方
法
】
 

自
治
区
長
へ
配
布
・
 

取
り
ま
と
め
依
頼
。
 

【
回
収
率
】
 

　
　
０
％
 

（
１
　

８
３
０
世
帯
）
 

, ,
64

20
21

2710

.

無回答 

４．１％ 
住みよい住みよい 

１３．１％１３．１％ どちらともどちらとも 

いえないいえない 

１３．５％１３．５％ 

住みにくい住みにくい 

７．４％７．４％ 

 
あまり住みよくないあまり住みよくない 

１６．６％１６．６％ 
まあまあ住みよいまあまあ住みよい 

４５．３％４５．３％ 

住みよい 

１３．１％ どちらとも 

いえない 

１３．５％ 

住みにくい 

７．４％ 

 
あまり住みよくない 

１６．６％ 
まあまあ住みよい 

４５．３％ 

住みよさについて 

町の将来像  

1200 800 400 0

1,168
612

453
421
395
390
377
363
344

199
416

80

若者が働きがいを感じる企業がある町 
高齢者福祉サービスや医療サービスが充実している町 
安心して子育てができる町 
地域のまとまりがよく、人々が助け合って暮らす町 
町にある農地や森林を活かした農林業が盛んな町 
高齢者が生きがいをもって、楽しく暮らせる町 
教育が充実し、子供がいきいきと成長できる町 
田舎の良さが感じられる町 
犯罪や事故がなく、災害に強い、安心して暮らせる町 
道路や上下水道、光ケーブル網などが整備され、便利で快適な町 
その他 
無回答 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答） 

総合計画づくり 

           　
　
　
　
　
町
の
住
み
よ
さ
の
結
果
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
は
、
「
住
み
よ
い
」
、
「
ま
あ
ま
あ
 

　
　
　
　
住
み
よ
い
」
と
答
え
た
人
は
、
合
わ
 

　
　
　
　
 

    い
」
は
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
い
傾
向

に
あ
り
、「
あ
ま
り
住
み
よ
く
な
い
」
と
「
住
み
 

に
く
い
」
は
、
　
代
か
ら
　
代
が
や
や
高
い
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  町
の
将
来
像
は
、「
若
者
が
働
き
が
い
を
 

感
じ
る
企
業
が
あ
る
町
」
 

　
町
の
将
来
像
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
若
者
が
 

働
き
が
い
を
感
じ
る
企
業
が
あ
る
町
」
が
最
も
 

多
く
選
ば
れ
、
次
い
で
「
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
 

ス
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
る
町
」
、「
安
 

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
」
が
続
い
て
い
ま
 

す
。
 

　
次
に
年
代
別
で
の
特
徴
を
み
る
と
、「
若
者
が
 

働
き
が
い
を
感
じ
る
企
業
が
あ
る
町
」
は
、
全
 

て
の
年
代
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
高
齢
者
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
 

い
る
町
」
は
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
多
い
 

傾
向
に
な
っ
て
お
り
、
反
対
に
、「
安
心
し
て
子
 

育
て
が
で
き
る
町
」
は
、
年
代
が
下
が
る
に
つ
 

れ
て
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
 

徴
的
な
も
の
と
し
て
は
、「
地
域
の
ま
と
ま
り
が
 

よ
く
、
人
々
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
町
」
は
、

　
代
と
　
代
が
多
く
、「
犯
罪
や
事
故
が
な
く
、
 

災
害
に
強
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
は
、
 

　
代
や
　
代
で
多
く
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
後
、
全
体
を
 

公
表
し
て
い
く
と
と
も
に
、
総
合
計
画
等
へ
反
 

映
し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

        せ
て
　
　
４
％
。
逆
に
「
あ
ま
り
住
み
よ
く
な

い
」、「
住
み
に
く
い
」
と
答
え
た
人
は
、
合
わ

せ
て
　
　
０
％
と
な
り
、
「
住
み
よ
い
」
傾
向

の
答
え
が
約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
年
代
別
（
年
代
毎
の
答
え
た
人
の
割
合
）
に
 

み
る
と
、「
住
み
よ
い
」
と
「
ま
あ
ま
あ
住
み
よ
 

 

「
住
み
よ
い
」
と
 

「
ま
あ
ま
あ
住
み
よ
い
」
が
約
６
割
 

58.24.

40

50

5030

20 40
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◎次の事項に該当する方は、ご注意ください。 
 
　乳幼児医療費受給者証をお持ちの方 
　　特に手続き等は必要ありませんが、平成２１年８月より受給者証を変更します。なお、新しい受給者証につい 
　ては、７月下旬に送付する予定です。 
　 
　小・中学校に在学の方 
　　子育て医療費サポート事業を受けるために、登録申請が必要となります。４月上旬に案内を送付しますので、 
　忘れずに手続きをしてください。なお、新しい受給者証については、７月下旬に送付する予定です。 
 
　※ひとり親家庭等医療費助成事業及び重度心身障がい者医療費給付事業に該当している方は、引き続きそれぞれ 
　　の制度で助成が受けられます。詳しくは、下記まで問い合わせください。 
  
【問い合わせ先】　健康福祉課国保医療係　　４５－２２１４ 

 
事業名 

対象者 
 

助成対象 

　　　　　平成２１年４月からの制度 
　　　　　子育て医療費サポート事業 
　　　　　　　　中学校卒業まで 
　　（１５歳になった最初の３月３１日まで） 

　　　　これまでの制度と同じ（右参照） 
 
小学校入学前の子ども～これまでの制度と同じ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右参照） 
小・中学生 ～後日申請 
　国保・社保加入者とも医療機関に医療費（自己負 
担金）を支払っていただき、その領収書を添えて町 
役場に申請してください。 
　後日、指定された口座に医療費をお支払いします。 
 
※申請書は月単位、医療機関、診療科ごとに分けて 

　申請していただきます。 
 
小学校入学前の子ども～これまでの制度と同じ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右参照） 
小・中学生 ～窓口無料開始予定 
　　　　　　 これまでの制度と同じ（右参照） 
 
 

※容器代、診断書料等の医療費以外の負担については対象外となります。 

　　　　　　　　　これまでの制度 
　　　　　　　乳幼児医療費助成事業 
　　　　　　　　小学校入学前まで 
　　　（６歳になった最初の３月３１日まで） 
　　　　　通院・入院にかかる自己負担分 
　　　　　　　（医療保険適用分のみ） 
国保加入者 
　県内の医療機関～窓口無料 
　○国民健康保険証の提示により、医療費（自己負 
　　担金）が無料となります。 
　※後日申請 
　　　県外の医療機関に受診した場合や入院した際 
　　の食事代については、町役場に領収書を添えて 
　　申請してください。 
社保加入者 
　会津管内の医療機関（南会津を除く）～窓口無料 
　○社会保険証と受給者証の提示により、２１，０ 
　　００円未満の医療費（自己負担分）が無料とな 
　　ります。 
　※後日申請 
　　　医療費が２１，０００円以上の場合や会津以 
　　外の医療機関に受診した場合は、町役場に領収 
　　書を添えて申請してください。 

助
　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
方
　
　
　
　
　
法
 

４

月

か

ら

７

月

ま

で

 

８

月

か

ら
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議
会
報
告
 

議
会
報
告
 

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
２
条
例
と
も
文
言
等
の
改
正
 

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
町
県
民
税
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
開
始
 

　
　
時
期
を
平
成
　
年
度
ま
で
延
期
す
る
改
正
 

■
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
同
一
世
帯
か
ら
同
時
に
３
人
以
上
保
育
所
 

　
　
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
 

　
　
保
育
料
を
無
料
と
す
る
改
正
 

■
町
さ
ゆ
り
公
園
条
例
等
の
一
部
改
正
 

　
○
用
語
の
統
一
性
を
図
る
た
め
の
改
正
 

■
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
中
学
校
 

　
　
卒
業
ま
で
に
拡
大
す
る
改
正
 

■
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
４
期
の
介
護
保
険
 

　
　
料
を
改
正
 

■
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
設
置
条
例
の
一
 

　
部
改
正
 

　
○
野
尻
地
区
の
供
用
開
始
の
た
め
に
改
正
 

■
平
成
　
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
工
業
 

　
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
ほ
か
　
特
別
会
 

　
計
）
 

■
平
成
　
年
度
予
算
（
一
般
会
計
・
工
業
団
地
 

　
造
成
事
業
特
別
会
計
ほ
か
　
特
別
会
計
）
 

■
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
第
１
期
整
 

　
備
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
 

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
 

　
の
変
更
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
１
台
）
 

■
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
（
西
会
 

　
津
消
防
署
に
救
急
車
１
台
、
西
会
津
診
療
所
 

　
に
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
１
台
を
計
画
に
追
加
）
 

■
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
団
体
 

　
の
減
少
及
び
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
 

　
約
の
変
更
 

の
昼
間
に
火
災
が
発
生
し
た
際
、
団
員
の
即
座
 

の
参
集
が
困
難
で
、
態
勢
が
整
う
ま
で
に
時
間
 

を
要
す
る
と
い
う
現
況
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
日
昼
間
の
火
災
 

等
に
際
し
、
消
防
機
関
が
本
格
的
な
災
害
対
応
 

を
開
始
す
る
ま
で
の
初
期
対
応
に
あ
た
る
組
織
 

と
し
て
、
消
防
団
等
の
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
消
防
技
 

術
と
経
験
を
有
す
る
方
々
の
協
力
に
よ
る
消
防
 

支
援
隊
を
組
織
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
今
後
、
隊
員
の
募
集
作
業
を
行
い
、
来
年
度
 

早
々
の
発
足
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 

  可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

■
町
名
誉
町
民
条
例
 

　
○
町
の
発
展
等
に
多
大
な
功
績
が
あ
り
、
町
 

　
　
民
が
誇
り
と
し
て
敬
愛
す
る
方
を
名
誉
町
 

　
　
民
と
し
て
顕
彰
す
る
た
め
の
条
例
 

■
町
子
育
て
医
療
費
サ
ポ
ー
ト
事
業
条
例
 

　
○
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
中
学
校
 

　
　
卒
業
ま
で
に
拡
大
す
る
た
め
の
条
例
 

■
町
介
護
保
険
臨
時
特
例
基
金
条
例
 

　
○
介
護
保
険
料
軽
減
の
た
め
の
国
の
交
付
金
 

　
　
を
特
例
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
運
用
す
 

　
　
る
た
め
の
条
例
 

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
 

　
の
一
部
改
正
 

　
○
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
勤
務
時
間
を
一
日
 

　
　
あ
た
り
　
分
短
縮
す
る
改
正
 

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
勤
務
時
間
の
短
縮
に
伴
い
、
一
時
間
あ
た
 

　
　
り
の
単
価
の
計
算
方
法
を
改
正
 

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
 

　
部
改
正
 

■
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
に
 

       町
政
主
要
事
項
報
告
 

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
 

　
現
在
、
放
送
セ
ン
タ
ー
局
舎
へ
の
機
器
導
入
 

や
尾
野
本
・
登
世
島
地
区
の
全
域
と
野
沢
・
睦
 

合
地
区
の
一
部
の
幹
線
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
工
事
の
入
札
の
結
果
、
工
事
予
 

定
価
格
と
受
注
業
者
の
請
負
価
格
と
の
請
差
が
 

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
定
し
て
い
た
施
工
 

区
域
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

 ◆
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
 

　
旧
す
わ
保
育
所
の
改
修
工
事
を
行
い
、
テ
レ
 

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
２
号
館
を
開
設
す
る
た
め
、
 

入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
応
募
に
つ
い
て
は
、
１
件
の
申
込
み
が
あ
り
、
 

施
設
入
居
審
査
会
を
開
催
し
、
入
居
の
決
定
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
入
居
者
の
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、
 

起
業
家
の
育
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
経
 

済
の
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
 

す
。
 

 ◆
町
消
防
支
援
隊
の
発
足
 

　
火
災
な
ど
町
民
生
活
を
脅
か
す
局
面
に
お
い
 

て
、
消
防
の
果
た
す
任
務
は
極
め
て
重
要
で
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
消
防
団
は
、
団
員
 

の
約
８
割
が
事
業
所
に
勤
務
し
、
ま
た
約
４
割

が
町
外
に
勤
務
し
て
い
る
実
態
に
あ
り
、
平
日
 

15

23

11

10

2021
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群
岡
小
学
校
の
耐
震
診
断
結
果
 

施設名　　　　　　Is値　　　　　　耐震性ランク　　建築年 

　校舎　　　０．３４０～１．２１６　　　Ｃ　　　昭和４１年 

体育館　　０．２０１～０．７２３　　　Ｄ　　　昭和４６年 

Ｉｓ値とは… 
　建物の耐震性を判断するための数値（構造耐震指標）で、 
Ｉｓ値が低いほど耐震性が低くなります。 
　国土交通省や県では、安全の目安としてＩｓ値を０．６ 
以上としています。 

■耐震診断結果        　
群
岡
小
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
に
つ
い
て
耐
 

震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
設
 

全
体
の
　
値
は
高
い
数
値
で
し
た
が
、
施
設
の
 

一
部
で
　
値
の
低
い
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
耐
震
診
断
の
判
定
は
、
　
値
の
最
も
低
い
数
 

値
で
判
断
す
る
た
め
、
校
舎
の
耐
震
性
ラ
ン
ク
 

は
、
震
度
６
強
以
上
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し
 

て
倒
壊
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性
の
あ
る
Ｃ
ラ
ン
 

      尾
野
本
小
学
校
　
　
人
 

　
西
　
原
　
　
　
渡
部
　
琴
音
　
（
美
　
香
）
 

　
森
　
野
　
　
　
渡
部
　
猶
雅
　
（
夏
　
樹
）
 

　
　
　
　
　
　
　
荒
明
あ
り
さ
　
（
秀
　
雄
）
 

　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
陽
香
　
（
一
　
徳
）
 

　
萱
　
本
　
　
　
秦
　
聖
志
朗
　
（
貞
　
継
）
 

　
松
　
尾
　
　
　
須
藤
　
　
諒
　
（
　
修
　
）
 

　
尾
　
登
　
　
　
齋
藤
　
陽
奈
　
（
裕
　
一
）
 

　
さ
ゆ
り
が
丘
　
　
田
中
　
千
博
　
（
正
　
伸
）
 

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
新
史
　
（
貴
　
広
）
 

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
光
　
（
雄
　
二
）
 

　
　
　
　
　
　
　
江
川
満
里
愛
　
（
恵
　
一
）
 

　
上
小
島
　
　
　
渡
部
　
壮
流
　
（
紀
　
夫
）
 

　
　
　
　
　
　
　
薄
上
明
日
香
　
（
一
　
弘
）
 

 群
岡
小
学
校
　
　
７
人
 

　
上
野
尻
　
　
　
齋
藤
　
優
輝
　
（
　
淳
　
）
 

　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
愛
唯
　
（
英
　
司
）
 

　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
太
一
　
（
勝
　
博
）
 

　
下
野
尻
　
　
　
塚
原
　
大
翔
　
（
一
　
雄
）
 

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
美
乃
鈴
　
（
　
実
　
）
 

　
端
　
村
　
　
　
高
津
　
雄
大
　
（
友
　
一
）
 

　
宝
　
川
　
　
　
渡
部
　
璃
空
　
（
数
　
正
）
 

 新
郷
小
学
校
　
　
２
人
 

　
高
　
目
　
　
　
長
谷
沼
大
秀
　
（
　
勉
　
）
 

　
滝
　
坂
　
　
　
五
十
嵐
史
彦
　
（
智
　
彦
）
 

 奥
川
小
学
校
　
　
0
人
 

             野
沢
小
学
校
　
　
　
人
 

　
自
治
区
名
　
　
　
氏
　
名
　
　
（
保
護
者
名
）
 

　
２
町
内
　
　
　
渡
部
　
美
優
　
（
　
暁
　
）
 

　
　
　
　
　
　
　
若
林
　
　
出
　
（
陽
　
三
）
 

　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
奈
菜
　
（
久
　
一
）
 

　
３
町
内
　
　
　
海
老
名
里
奈
　
（
章
　
雄
）
 

　
　
　
　
　
　
　
薄
上
　
冬
花
　
（
崇
　
之
）
 

　
４
町
内
　
　
　
長
谷
川
歩
夢
　
（
修
　
太
）
 

　
５
町
内
　
　
　
田
部
あ
お
い
　
（
貴
　
広
）
 

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
脩
　
（
　
正
　
）
 

　
９
町
内
１
　
　
上
田
　
昌
範
　
（
康
　
二
）
 

　
９
町
内
２
　
　
須
藤
　
　
珠
　
（
秀
　
美
）
 

　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
杏
優
　
（
国
　
幸
）
 

　
下
小
屋
　
　
　
物
江
　
綾
香
　
（
一
　
夫
）
 

　
　
町
内
　
　
　
飯
嶋
　
彩
香
　
（
竜
　
太
）
 

　
　
　
　
　
　
　
福
地
優
理
奈
　
（
栄
　
美
）
 

　
芝
　
草
　
　
　
黒
澤
　
怜
花
　
（
将
　
幸
）
 

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
奈
々
　
（
俊
　
一
）
 

　
　
　
　
　
　
　
二
瓶
　
拓
磨
　
（
良
　
介
）
 

　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
大
地
　
（
英
　
俊
）
 

　
西
林
東
　
　
　
折
笠
　
愛
莉
　
（
文
　
信
）
 

       ク
、
体
育
館
の
耐
震
性
ラ
ン
ク
は
、
震
度
６
強
 

以
上
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
又
は
崩
 

壊
す
る
危
険
性
が
高
い
Ｄ
ラ
ン
ク
と
判
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
耐
震
補
強
策
に
つ
い
て
は
、
工
法
等
の
方
針
 

を
協
議
し
た
う
え
で
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
 

　
な
お
、新
郷
・
奥
川
両
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
 

こ
れ
か
ら
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
教
育
課
学
校
教
育
係
　
　
　
　
―
２
２
１
６
 

10

13

19

IsIs

Is

45
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注意！ 
・イスは動きにくいも 
　のを使いましょう 
・息は止めないように 
　しましょう 
・膝痛、腰痛の方は行 
　わないでください 

①背筋を伸ばしてイスに座る 

②両手は胸の前で腕組みする 

③膝が完全に伸びるまで立ち上がる 

④すばやく座った姿勢に戻る 

２０～３９ 

４０～４９ 

５０～５９ 

６０～６９ 

７０～ 

７～９ 

８～１０ 

８～１２ 

９～１３ 

１０～１７ 

～６ 

～７ 

～７ 

～８ 

～９ 

１０～ 

１１～ 

１３～ 

１４～ 

１８～ 

８～９ 

８～１０ 

８～１２ 

９～１６ 

１１～２０ 

～７ 

～７ 

～７ 

～８ 

～１０ 

１０～ 

１１～ 

１３～ 

１７～ 

２１～ 

年齢（歳） 
男性（秒） 女性（秒） 

速い 普通 遅い 速い 普通 遅い 

                          ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
持
久
力
を
高
め
る
有
酸
素
 

運
動
で
す
が
、
身
体
の
半
分
以
上
の
筋
肉
は
足
 

（
脚
）
に
あ
る
た
め
、
 

歩
く
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
 

プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
 

て
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
 

う
。
 

 あ
な
た
の
筋
力
は
ど
れ
く
ら
い
？
 

　
イ
ス
を
使
っ
て
「
立
つ
」
「
座
る
」
を
　
回
 

行
い
、
か
か
っ
た
時
間
を
測
定
し
ま
す
。
か
か
 

っ
た
時
間
が
下
の
表
の
「
遅
い
」
に
該
当
す
る
 

場
合
に
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
 

必
要
な
筋
力
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
 

      運
動
の
種
類
と
効
果
 

　
運
動
に
は
主
に
３
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
効
 

果
が
異
な
り
ま
す
。
目
的
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
 

と
が
大
切
で
す
が
、
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
行
 

え
ば
よ
り
効
果
的
で
す
。
 

   　
　
運
動
の
前
後
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
 

　
筋
肉
や
関
節
を
柔
軟
に
し
、
ケ
ガ
の
予
防
 

　
に
役
立
ち
ま
す
。
 

　
　
ま
た
疲
労
回
復
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
 

　
あ
り
ま
す
。
 

   　
　
心
肺
機
能
を
高
め
、
代
謝
を
活
発
に
し
 

　
て
全
身
の
持
久
力
を
高
め
ま
す
。
生
活
習
 

　
慣
病
や
肥
満
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。
 

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
転
車
、
水
泳
な
ど
 

　
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

   　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
が
よ
く
な
り
、
肥
 

　
満
を
予
防
し
た
り
血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
 

　
も
あ
り
ま
す
。
 

　
　
腹
筋
や
腕
立
て
伏
せ
、
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
 

　
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

10
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　３月８日、福島市で農地･水･環境向上対策事業優良 
活動組織表彰式が行われ、にしあいづ水・土・里環境 
委員会が優良活動組織として表彰されました。 
　今回の表彰式では、県内５９４組織の中から１５組 
織が表彰されました。 
　本町では町全体で一つの活動組織として取り組んで 
おり、町民が一体となった共同活動を行っていること 
が評価されました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　２月２３日から３月６日の１２日間にわたり、 
長期滞在型保養基地構想予備交流事業が行われ、 
町内老人クラブの会員６人が参加しました。 
　この交流事業は今回で７回目となり、冬期間、 
温暖で自然豊かな沖縄県宮古島市に長期滞在し、 
農作業や伝統文化の体験、食文化や地域住民との 
交流をとおして、心身ともに健康になり、健康で 
長生きができる長寿社会をめざすことを目的に行 
われています。 
　参加者は、ウコン栽培やサトウキビの収穫など 
の農業体験、黒糖やゆし豆腐づくりなどの調理実 
習をとおし、健康で長生きするためのヒントを学 
んで帰町しました。 

　
３
月
４
日
、
町
公
民
館
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
 

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
引
渡
式
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
野
沢
小
学
校
・
尾
野
本
小
学
 

校
・
群
岡
小
学
校
・
新
郷
小
学
校
・
奥
川
 

支
所
・
新
郷
連
絡
所
の
６
施
設
に
引
き
渡
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
今
回
の
６
台
と
合
わ
せ
て
、
 

こ
れ
ま
で
　
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共
施
設
に
 

設
置
し
ま
し
た
。
 

　
引
渡
式
終
了
後
に
は
、
西
会
津
消
防
署
 

の
協
力
に
よ
る
実
技
講
習
会
も
行
わ
れ
、
 

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
正
し
い
知
識
を
 

習
得
し
ま
し
た
。
 

12

　
長
谷
川
キ
シ
ノ
さ
ん
（
下
野
 

尻
）
が
、
３
月
　
日
に
満
百
歳
 

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、同
日
、
 

山
口
町
長
か
ら
賀
寿
並
び
に
特
 

別
敬
老
祝
金
の
百
万
円
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

　「
百
歳
の
挑
戦
」の
ス
ロ
ー
ガ
 

ン
を
掲
げ
た
平
成
５
年
か
ら
通
 

算
で
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
 

は
キ
シ
ノ
さ
ん
で
　
人
目
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

　
キ
シ
ノ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
 

は
「
規
則
正
し
い
生
活
と
食
事
 

も
わ
が
ま
ま
言
わ
ず
す
べ
て
食
 

べ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
 

30
23
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 
　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

学
社
連
携
教
室
 

　
「
奥
川
小
学
校
そ
ば
栽
培
」
 

女
性
講
座
 

　
「
少
年
教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
」
 

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
会
 

　
「
西
会
津
中
学
校
で
の
活
動
」
 

すべてにやさしい 
人間の育成をめざして 

様々な活動を通して子育てのあり方を学ぶとともに、親同士の情報交換と親睦を図ります 
絵本や紙芝居の読み聞かせを行います 
わらべ歌や手遊び、絵本や紙芝居の読み聞かせを行います 
読み聞かせ技術の習得とボランティアを育成します 
各学校等で家庭教育に関する講演等を開催します 
親子で四季折々の自然体験活動を行います 
放課後や休日等に地域の皆さんの協力により、様々な体験活動を行います 
仲間づくり等を目的に、様々な体験活動を行います 
学校と公民館が連携し、様々な学校活動を行います 
低学年・高学年２クラスに分け、英会話の学習を行います 
小学生を対象に、基礎的な手話の学習を行います 
実社会で通用する人間を育むために、様々な学習活動を行います 
公民館を宿舎として、４泊５日程度の合宿生活を行います 
主体性そして協調性を身につけるために、２泊３日程度のキャンプを行います 
小・中・高校生が普段思っていることや考えていることを発表します 
年２回程度、休日に体験活動や講演等を行います 
平日の昼間、定期的に幅広い学習活動を行います 
初級・中級２クラスに分け、英会話の学習を行います 
成人を対象に、基礎的な手話の学習を行います 
町の様々な課題について、夜を徹して話し合います 
地域の皆さんが、地域のために自然体験活動を行います 
新成人者が、自らの成人式を自らの手で作り上げます 
雪国まつりのイベントとしての音楽愛好家の発表と交流の場 

【問い合わせ先】　町公民館　　４５－３２４４・新郷分館　　４７－２３０１・奥川分館　　４９－２００１ 

分野 事業（教室）名 対　象　者 内　　　　　　　　容 

家
　
庭
　
教
　
育
 

青
　
少
　
年
　
教
　
育
 

成
　
人
　
教
　
育
 

０歳児～小学生とその親 
小学１～３年生 
０～５歳児とその親 
成 人  
Ｐ Ｔ Ａ 他  
小学生以上の子とその親 
群岡・新郷・奥川小学校の児童等 
野沢・尾野本小学校の３～６年生 
各小学校の児童 
小 学 生  
小学４～６年生 
小学生・中学生 
小 学 ６ 年 生  
中 学 生  
小学生～高校生 
成 人 女 性  
成 人 女 性  
中学生以上の方 
成 人  
成 人  
尾野本小学校の児童とその保護者 
新 成 人  
高校生以上の方 
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第34回奥川健康マラソン大会参加者募集 

三留モトさん 

　（４町内） 

佐藤キンさん 

　　（極入） 

▲
 

▲
 

足ジャンケンと計算を組み合わせたＣＯＴ 

　今年も全国各地から多くのランナーが集う奥川健康マラソン大会を、町と地元奥川の方々と協働で開催します。 
町民の皆さんの参加を心からお待ちしております。 
　◆日　　時　　６月２１日（日）午前１０時から順次スタート 
　◆会　　場　　奥川小学校グラウンドほか 
　◆参加資格　　小学校１年生以上で健康な方 
　　　　　　　　　※車椅子での参加はできません 
　　　　　　　　　※参加は１人１種目です 
　◆参 加 料　　親　子………………………２，０００円 
　　　　　　　　小学生・中学生・高校生…１，０００円 
　　　　　　　　一　般………………………２，５００円 
　◆申込方法　①町公民館及び各分館等にある大会要項の払込取扱票に 
　　　　　　　　必要事項をもれなく記入し、参加料を郵便局から振り 
　　　　　　　　込むか、直接大会事務局または町公民館（野沢）にお 
　　　　　　　　持ちください 
　　　　　　　②インターネット・携帯サイトからの申込みができます 
　　　　　　　　⇒http://runnet.jp/　または　http://www.sportsentry.ne.jp 
　　　　　　　③電話での申込みができます⇒０５７０－０３７－８４６（月～金１０：００～１７：３０） 
　　　　　　　④ファックスでの申込みができます⇒０１２０－３７－８４３４ 
　　　　　　　　　　　　（ランニング情報誌『クリール』掲載のファックス申込書をご利用ください。） 
　◆申込期限　　５月８日（金） 
 
　【問い合わせ先】奥川健康マラソン大会実行委員会事務局（役場奥川支所内） 
　　　　　　　　　　４９－２００１・FAX４９－２７６４ 

第34回奥川健康マラソン大会参加者募集 

                   　
３
月
１
日（
日
）、
町
公
民
館
と
西
会
津
語
り
 

の
会
の
共
催
に
よ
り
、
百
歳
の
語
り
部
口
演
会
 

を
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
、
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
た
佐
藤
キ
ン
さ
 

ん
と
三
留
モ
ト
さ
ん
を
は
じ
め
、
小
学
生
の
語
 

り
部
、
鈴
木
成
美
さ
ん
、
一
成
く
ん
の
双
子
の
 

姉
弟
も
出
演
し
ま
し
た
。
 

　
西
会
津
で
生
ま
れ
育
っ
た
１
０
０
歳
の
お
二
 

人
は
、幼
少
の
頃
聞
い
た
昔
語
り
を「
む
が
〜
す
 

な
ァ
、あ
っ
た
そ
ー
だ
ァ
」な
ど
と
親
し
み
や
す
 

い
会
津
弁
で
語
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
温
か
く
 

は
っ
き
り
と
し
た
言
葉
に
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
 

た
３
０
０
名
の
方
々
は
う
な
ず
い
た
り
、
笑
っ
 

た
り
、
会
場
内
は
や
さ
し
い
雰
囲
気
に
包
み
込
 

ま
れ
ま
し
た
。
１
０
０
歳
の
お
二
人
か
ら
元
気
 

と
勇
気
を
も
ら
え
た
口
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

     　
３
月
　
日
（
日
）
、
西
会
津
中
学
校
体
育
館
 

で
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
主
催
に
よ
る
、
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
 

Ｃ
Ｏ
Ｔ
と
省
略
）
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
Ｃ
Ｏ
Ｔ
と
は
、「
運
動
神
経
と
は
、
ど
う
い
う
 

能
力
の
こ
と
を
い
う
の
か
を
科
学
的
に
解
明
し
、
 

そ
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
運
動
（
遊
び
）
を
体
 

系
化
し
た
も
の
」
で
す
。
 

　
参
加
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
と
指
導
 

者
　
名
は
、
「
出
来
る
の
は
楽
し
い
、
出
来
な
 

い
の
は
も
っ
と
楽
し
い
」
Ｃ
Ｏ
Ｔ
の
面
白
さ
を
 

体
験
し
て
い
ま
し
た
。
 

                【
Ｃ
Ｏ
Ｔ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

15

50

45
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みんなの広場 みんなの広場 
大
田
　
真
紀
 

　
　
〔
縄
　
沢
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
小
柴
正
意
さ
ん
（
下
小
屋
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
『
追
分
殺
人
事
件
（
内
田
康
夫
・
双
葉
社
）
』
こ
の
本
は
、
　
代
 

か
ら
　
代
の
団
塊
の
世
代
の
人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
 

す
。
」
 

　
小
柴
さ
ん
は
、
サ
ス
ペ
ン
ス
も
の
が
好
き
で
、
内
田
康
夫
の
ほ
か
、
 

昔
は
松
本
清
張
の
本
を
よ
く
読
ん
だ
そ
う
で
す
。
 

　
こ
の
本
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
長
野
県
の
信
濃
追
分
か
ら
始
ま
り
、
全
国
各
地
の
追
分
と
い
う
名
 

前
の
つ
い
た
土
地
で
物
語
が
展
開
す
る
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
 

　
「
物
語
の
中
で
、
追
分
は
旅
す
る
人
に
右
か
左
か
の
選
択
を
迫
り
ま
 

す
。
登
場
人
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
重
荷
を
背
負
い
、
運
命
の
分
か
れ
道
を
 

踏
み
出
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、『
追
分
（
道
の
分
岐
点
）
と
い
う
の
は
道
 

ば
か
り
で
な
く
、
人
の
運
命
の
分
か
れ
道
で
も
あ
っ
た
』
と
登
場
人
物
 

の
一
人
で
あ
る
老
人
の
述
懐
が
印
 

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
主
人
公
が
身
元
不
明
 

の
二
人
の
男
の
ル
ー
ツ
を
探
し
求
 

め
る
旅
の
途
中
、
い
ろ
い
ろ
な
登
 

場
人
物
の
人
生
を
垣
間
見
る
こ
と
 

が
で
き
、
物
語
に
引
き
込
ま
れ
て
 

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
 

て
く
だ
さ
い
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　磴　智穂さん（３月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　今年も楽しい時間をたくさん作 
っていきましょうねっ！！ 

あなたの趣味は？ 
　夏は海、冬はスキー 
 
あなたの特技は？ 
　一度見た数字などを暗記す 
ること 
 
あなたのモットーは？ 
　自分を見失わずに、自分ら 
しく生きること 
 
これからやってみたいことは？ 
　ダイビング、ジェットスキ 
ーかな？！ 

熱中していることは？ 
　１行日記を書くこと（２年 
くらい書いています） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
  海 
 
最近感動したことは？ 
　子どもが二分の一成人式を 
迎え、あらためて成長を感じ 
たこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｗさん（黒沢） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
腕
時
計
』
　
 

　
「
母
が
亡
く
な
っ
た
時
期
に
買
っ
 

　
　
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
も
の
で
 

　
　
す
。
」
 

 

50

60
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齋藤　信子さん 

◎重点目標 
・全ての座席のシートベルト 
　とチャイルドシートの正し 
　い着用の徹底 
・自転車の安全利用の促進 
・飲酒運転の根絶 

４／６～４／１５まで 

　『定額給付金』をよそおった「振り込め詐欺」被 
害にあわないために、次のことに注意してください。 
 
●「定額給付金」を給付する際、ＡＴＭ（現金自動 
　預払機）の操作をお願いすることは、絶対にあり 
　ません 
●「定額給付金」の給付のための手数料の振込を求 
　めることは絶対にありません 
●町や国・県が、電話で住民の世帯構成や銀行の口 
　座などの個人情報を照会することはありません 
●おかしいと思ったら、町役場か警察署にご相談く 
　ださい 
 
　町民情報課町民生活係　　　　　４５－２２１５ 
　喜多方警察署西会津交番　　　　４５－２０４９ 
　喜多方警察署　　　　０２４１－２２－５１１１

 
 
 
 
 
 
 
 
　定額給付金の申請はお済みですか？ 
　まだ申告されていない方は、お早めに町役場町民 
生活係まで申請してください。 

45

22

31

  　
４
月
１
日
か
ら
町
の
公
金
の
収
納
 

と
支
払
い
を
取
り
扱
う
指
定
金
融
機
 

関
が「
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
」
 

か
ら
「
会
津
信
用
金
庫
」
に
変
更
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組

合
や
会
津
商
工
信
用
組
合
、
東
邦
銀

行
で
も
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て

公
金
の
収
納
を
取
り
扱
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴
う
、
町
民
 

の
皆
さ
ん
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
 

せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
ご
利
用
 

く
だ
さ
い
。
 

  　
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日
ま
で
、
 

緑
の
募
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
森
林
は
澄
ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
 

水
を
つ
く
り
、
動
植
物
だ
け
で
な
く
 

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
 

与
え
て
く
れ
る
共
通
の
財
産
で
す
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
 

公
共
施
設
の
緑
化
や
自
然
と
の
触
れ
 

合
い
事
業
な
ど
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
 

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
 

  　
所
得
税
と
個
人
事
業
者
の
消
費
税
 

の
振
替
納
税
（
振
替
）
日
は
、
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

　
口
座
振
替
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
 

は
、延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に
 

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◆
所
得
税
　
　
４
月
　
日
（
水
）
 

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
 

　
　
　
　
　
　
４
月
　
日
（
月
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
管
理
徴
収
担
当
 

　
　
０
２
４
１
―
　
―
５
０
５
１
 

   　
毎
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日
ま

で
の
期
間
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

た
労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て
、
 

平
成
　
年
度
か
ら
は
６
月
１
日
か
ら

７
月
　
日
ま
で
の
期
間
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
６
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
 

付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
載
要
領
を
よ
 

く
確
認
し
て
、
７
月
　
日
ま
で
に
最
 

寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
 

監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
、
 

申
告
・
納
付
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
 

く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
労
働
局
総
務
部
 

　
　
　
　
　
　
労
働
保
険
徴
収
室
 

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７
 

  　
４
月
１
日
付
け
で
、
齋
藤
信
子
さ
 

ん
（
上
野
尻
）
が
新
し
く
行
政
相
談
 

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
行
政
相
談
員
は
、
総
務
省
か
ら
委
 

嘱
さ
れ
、
国
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
 

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
 

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
 

い
し
ま
す
。
 

　
任
期
は
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
２
年
間

で
す
。
 

       ※
前
任
者
の
山
本
義
子
さ
ん
（
９
町
 

　
内
２
）
は
、
任
期
満
了
と
な
っ
た
 

　
３
月
　
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
 

　
し
た
。
 
31

23

31 21
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20
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鈴　木　岑　夫（75）恭　子　　夫　　３町内 
川　口　キ　ク（89）良　平　　母　　9町内1 
星　　　ミドリ（90）トシイ　　母　　9町内1 
小　林　平　八（97）物江利勝　　伯父　　10町内 
長谷川　時　子（82）忠　雄　　母　　安　座 
佐　藤　一　雄（67）　誠　　　父　　上小島 
齋　藤　寅　夫（83）忠　夫　　父　　上野尻 
鎌　倉　　　迪（71）　賢　　　妻　　端　村 
佐　藤　ツヤ子（82）敬　志　　母　　宝　川 
高　橋　キ　ミ（88）　肇　　　妻　　出　戸 
猪　俣　定　彦（89）好　子　　父　　極　入 

人　口　　８，１５５人　　　－　７人 
　男　　　３，９０６人　　　－ ５人 
　女　　　４，２４９人　　　－　２人 
世　帯　　２，９１４世帯　　± ０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

鈴　木　裕　紀　　８町内 
冨　田　早　紀　　喜多方市 

◆日時　４月 7日（火） 
　　　　　　27日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

4月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

○インターネット使用料 

○ケーブルテレビ使用料 

○軽 自 動 車 税 

4月10日（金） 納期限 

4月30日（木） 納期限 

４月 4日（第１週）受付時間11時まで 
４月18日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

　
先
日
、
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
 

に
行
っ
て
来
ま
し
た
▼
広
報
を
担
当
し
て
４
 

年
目
、
初
め
て
コ
ン
ク
ー
ル
に
写
真
を
応
募
 

し
て
み
ま
し
た
▼
応
募
し
た
作
品
は
、
広
報
 

７
月
号
の
表
紙
写
真
で
、
保
育
所
児
童
が
抹
 

茶
を
初
体
験
し
た
写
真
で
す
▼
結
果
は
入
選
 

と
い
う
こ
と
で
し
た
▼
審
査
員
の
方
の
評
価
 

も
、
児
童
の
表
情
が
素
晴
ら
し
い
、
決
定
的
 

瞬
間
と
の
こ
と
で
し
た
▼
こ
れ
も
す
べ
て
、
 

良
い
表
情
を
し
て
く
れ
た
児
童
た
ち
と
カ
メ
 

ラ
の
性
能
の
お
か
げ
で
す
▼
最
後
に
な
り
ま
 

し
た
が
、
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
 

て
い
る
頃
に
は
、
人
事
異
動
に
よ
り
私
の
職
 

場
が
変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
４
年
間
、
 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
▼
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

編
　
集
　
後
　
記
 

井　上　未　羽ちゃん　大　器・美　菜　森　野 
み　　　う 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

小 野 病 院  

くまたクリニック 

たてうまクリニック 

いいづかファミリークリニック 

米 山 眼 科  

有 隣 病 院  

斉 藤 医 院  

蛯 谷 ク リ ニック  

佐 藤 病 院  

いがらし耳鼻咽喉科 

佐藤整形外科医院 

佐 原 病 院  

高橋小児クリニック 

長峯内科小児科医院 

わたなべクリニック 

仙波耳鼻咽喉科医院 

県 立 喜 多 方病院  

武 田 医 院  

徒之町クリニック 

いとう子どもクリニック 

はせがわ整形外科クリニック 

寿 松 堂 渡 辺 医院  

0241（22）0414 

0241（28）1233 

0242（29）2112 

0242（32）3330 

0242（27）0862 

0241（24）5021 

0241（22）0212 

0242（28）8868 

0242（26）3515 

0242（39）2010 

0242（83）1155 

0241（24）5321 

0241（25）7066 

0242（27）2266 

0242（24）0506 

0242（26）4133 

0241（28）2181 

0241（27）4031 

0242（26）6181 

0242（27）4601 

0242（56）2882 

0242（83）3125

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

酒 井 歯 科 医 院  
栗 城 歯 科 医 院  
北 見 歯 科 医 院  
桑 原 歯 科 医 院  
玉 木 歯 科 医 院  
飯寺ファミリー歯科クリニック 
佐 藤 歯 科 医 院  
こ し ば 歯 科医院  

0242（83）1582 
0242（24）6711 
0241（22）4350 
0242（26）4023 
0242（83）4818 
0242（27）0648 
0241（22）0344 
0242（27）4374

12 
（日） 
19 
（日） 
26 
（日） 
29 
（水） 

12 
（日） 

19 
（日） 

26 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

29 
（水） 


